
奉仕活動と行動（Service as Action） 

MYP では Service as Action（以下 SA）として、PYP の「行動」（実際に行い経験することに

よって学ぶこと）の上に成り立つ「奉仕活動」を経験する。これは、DP の CAS（創造性・活動・

奉仕）の Service（奉仕）にあたる活動に引き継がれ、そこで生徒は自分の長所と成長すべき点に

ついての認識を高めていく。 
IB の学習者は、人の役に立ち、他の人々の生活や私たちを取り巻く世界を良くするために行動

し、重なり合う幅広い地域やグローバルコミュニティーの中で信念のある行動に取り組むための

重要な手段として、他の人々と行う奉仕活動を重視しています。（原則から実践へ より抜粋） 
≪奉仕活動の学習成果≫ 

MYP では SA に取り組むことで 
  ・自らの長所と成長すべき点を自覚するようになります 
  ・新しいスキルを発達させるような課題に挑みます 
  ・生徒主導の活動を話し合い、判断し、計画します 
  ・粘り強く行動を続けます 
  ・他の人々と協働します 
  ・グローバルな取り組みや多言語主義、多文化理解を通して国際的な視野を発達させます 
  ・自らの行動の倫理的意味合いを考えます 

生徒は奉仕活動を通じて、IB 学習者像、ATL スキルを養い、自律した学習者となります。 
≪本校の SA・CAS の展望≫ 

・学びの成果 

・ジャーナルを提出 

・３回の公式面談 

基礎期 1･2 年（MYP SA） 充実期 3･4 年（MYP SA） 
発展期 5･6 年 

（DP･IP CAS） 

１年生 日常から奉仕活動 

前期 ：既存の活動から一人一役 

「仕事を請け負う」 

後期 ： CAS ステージを「知る」 

ニーズの調査 

    グローバルイシューズ 

 

 

コーディネーター ： CAS って何？ 

３年生 SA の日常化 

前期 ：CAS ステージを身につける 

    SA ノートを使いこなす 

→ ニーズの調査 

夏季休暇 

：職場体験とボランティア活動 

→既存の活動 

後期 ：→校内・校外の活動 

※ボランティア局と連携 

※児童会館ボランティア 

DP（１８ヶ月）： 

自ら時間を設定した継続

した活動 

Creativity 

Activity 

Service 

※学びの成果 

※プロジェクト 

IP５年次（12 ヶ月）： 

自ら時間を設定 

Creativity 

Activity 

Service 

２年生 ジャーナルを使いこなす 

前期 ：CAS ステージを経験 

（調査→行動→振り返り） 

    SA ジャーナル（ポートフォリオ） 

    の使い方 

後期 ：CAS ステージの「定着」 

    SA ジャーナル（ポートフォリオ） 

を使いこなす 

ニーズの調査 

※ボランティア局と連携 

※児童会館ボランティア 

                          

４年生 「Future Job Session」 

「進路探究」との連携（自ら時間を設定） 

通年 ：奉仕活動 

保険の整備 

→校内・校外の活動 

→既存の活動 

夏季休暇 

：職場体験とボランティア活動 

→既存の活動 

※ボランティア局と連携 

※児童会館ボランティア 

・C・A・Sを最低１回

ずつ実施 

・学びの成果 

・ジャーナルを提出 

・地域や社会 

とのつながり 

・自分探し 

「家庭や校内で SA」→「CAS（SA）ステージを身につける」→「地域で SA に挑戦」         「CAS」 


